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下記の番号までお送りください。 

ＦＡＸ. ０３－３３６７－３１１４ 

※郵送でお申し込みの場合は、このページのみ
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下記の宛先までお送りください。 

〒169-8736 東京都新宿北郵便局 郵便私書箱第2009号 

 公益財団法人 国際文化カレッジ 

「自動車講座」VAA・10 受講申し込み係 行

▼必要事項をご記入・ご捺印の上、お早めにこの申込書をご返送ください。 

公益財団法人 国際文化カレッジ 自動車講座 受講申込書

印

印

※お申し込み受付後に確認のため電話をおかけすることがございます。

▲上のご住所、ご芳名に誤りがありましたら、恐縮ですが、赤でご訂正ください。

講座名：自動車講座 講座コード：ＶＡＡ５４ 

私は『自動車講座』の受講を申し込み

ますので、教材セットを送ってください。

学費は教材到着後の後払いとします。 



車が私たちの暮らしに欠かせない昨今、メカニズムの知識を身につけておくことは
カーライフに大変有利です。マイカーを深く理解することで、自分でできるメンテ
ナンスの幅も広がっていきます。これは言い換えれば維持コストの削減につながる
と言っても過言ではないでしょう。例えば今までディーラー、カー用品店、ガソリ
ンスタンドなどに頼んでいたオイルやパーツのちょっとした交換も、自前で済ませ
てしまえば工賃を節約できます。また、メカニズムを理解することで、燃費を良く
する走り方を意識するようになるなどの、心の変化も生まれてくることでしょう。

●とにかく車いじりやドライブが大好きな方。
●最低限のメンテナンスなら自分でやりたい方。
●ユーザー車検に挑戦してみたい方。 
●自動車業界への就転職を少しでも有利に進めたい方。

本講座のカリキュラムは、メカの基本から応用的事
項に至るまでを、系統立ててわかりやすく学習でき
るように工夫されています。
例えば、テキストは「基礎編」 「運転編」「エン
ジン編」「シャシ編」「電気装置編」「応用編」の
6ジャンルに分けて構成され、自動車の基本的な構
造・各部の詳細から、故障対策・点検整備に至るま
でを、無理なく短期間で身につけることができるよ
うになっています。
また、副教材として、「点検・整備のポイント」
や、3級自動車整備士受験対策用の「練習問題集」
などもセットされていますので、自動車に関するこ
とを、幅広く総合的に学習できます。

エンジンの構造など難しそうな内
容も、やさしく理解できるように
なっています。



単元ごとにご提出いただく「学習報告書」のキメ細かい添削指導により、受講生
各人に対応して着実に実力アップが図れるシステムになっています。
●学習の区切り毎に、あなたの習得状況が把握できる添削指導を、合計17回（修了
試験1回を含む）も受けることが出来ます。
●学習途上でわかりにくいことや理解できない個所がでてきた場合、あるいはメカ
等関連で知りたい諸事項は、質問用紙でご質問いただければ、講師に指導しても
らえます。 

1 基礎編
自動車と交通機関／自動車の基本構造 

2 運転編
安全運転の技術／保険と事故の知識／免許と違反の知識／自動車の税金 

3 エンジン編Ⅰ 
自動車工学の基礎知識／ガソリン・エンジンの基礎知識／エンジン本体

4 エンジン編Ⅱ 
エンジンの付属装置／ガソリン・エンジンの性能／その他のエンジン

5 シャシ編Ⅰ
シャシとボディ／シャシ各部の構造と機能（1）

6 シャシ編Ⅱ 
シャシ各部の構造と機能（2）／自動車の走行抵抗と走行性能

7 電気装置編 
電気の基礎知識／自動車の電気装置／計器類と照明装置

8 応用編 
整備用工具と計測器具／日常点検整備、定期点検と継続検査／自動車の機械
要素

本講座は、開講以来31万人の受講生をお迎えしてきまし
た。自動車のメンテナンスやチューンアップを行う際、
当然ながら最も大切なことはメカニズムに対する正しい
知識です。この講座では自動車のメカニズムについて、
構成する三大要素である“エンジン”“シャシ”“電気装
置”のジャンルに分けて手ほどきします。排気量の算出
や各パーツを構成する材料～しくみまで、ていねいな解
説や豊富な写真・イラスト、副教材を使ってお教えしま
すから、初めての方でも正確な知識を早く身につけるこ
とができます。



テキスト５「シャシ編Ⅰ」より

テキスト８「応用編」より



地球温暖化対策や、エネルギー使用の効率化を目指す社
会の中で、自動車を取り巻く環境も大きく変化してき
ました。
可能な限りＣＯ２を排出しない「自動車メカニズム」
が求められています。
日常のカーライフでも自動車関連の仕事でも、これま
でのガソリンや軽油(ジーゼル)で走る自動車の知識はも
ちろんのこと、これから増えてくる電気で走る電気自
動車、ハイブリッド車、燃料電池自動車などの次世代
自動車の知識が不可欠になってきています。
副教材「次世代自動車／エコカーの解説」では、電気自動車(ＥＶ)、ハイブリッド
車(ＨＶ)、プラグインハイブリッド車(ＰＨＶ)、燃料電池自動車(ＦＣＶ)という４
つの次世代自動車／エコカーについて、その歴史、メカニズムの違いなどをわか
りやすく解説しています。

【教材セット】 一部変更する場合があります。

● テキスト8冊
● ガイドブック
● 3級自動車整備士検定試験　練習問題集
● 点検・整備のポイント
● 学習指導書
● 計算問題解法ハンドブック
● 次世代自動車／エコカーの解説
● 添削・質問関係書類一式
【標準学習期間】 8ヵ月

【添削】 17回（修了課題1回を含む）

■3級自動車整備士　
※この国家試験を受験するためには、実務経験など下記の「受験資格」が別途必要です。 　
　 本講座を修了しても「受験資格」が得られるわけではありませんので、ご注意ください。

●実施機関：国土交通省、自動車整備振興会 
●受験資格：

 

高校や大学の自動車学科や自動車整備の専門学校などの卒業者。
または、自動車整備工場か整備施設を備えたガソリンスタンドな
どの実務経験者（1年以上）。詳しくは最寄りの各地方運輸局、運
輸支局、自動車整備振興会まで。



■一般個人受講料

一括払い 44,000円
税込み

送料当方負担
分割払い 2,980円×15回 （15ヵ月）総計：44,700円

受講についてのお知らせ
※ 文部科学省認定社会通信教育とは？……社会教育法に基づいて学校法人又は社団法人、財団法人などが行う通信教育で、社会
教育上推奨すべき通信講座を、文部科学省が認定しています。 　認定講座の学習に関する郵便物は「第四種郵便」が適用さ
れ、その受講生は添削課題を提出したり質問用紙を送ったりする際に、重量100グラムまで15円（以降100グラム増ごとに10円
増～上限1キロまで）の特別料金で郵送できます。

※ 金額には、教材費、指導費、消費税などが含まれます。ただし、添削課題や質問を提出する際の封筒に貼る郵便切手代はお客
様がご負担ください。

※ 支払い期間と標準学習期間は異なります。
※ 標準学習期間は8ヵ月、添削回数は17回（修了課題1回を含む）です。
※ 当講座の標準学習期間は8ヵ月ですが、受講開始から最長11ヵ月間 、添削指導・質問指導などすべての指導サービスが受けら
れます。

※ 教材はお申込みをいただいてから、およそ10日前後でお届けいたします。教材は分割送付ではなく、基本的に最初にすべての
教材をお送りいたします。

※ 日本全国どこでも、教材の送料は当方負担です。
※ 教材に同封の払込用紙で郵便局・ゆうちょ銀行またはコンビニエンスストアから所定の期日までにお支払いください（一部の
コンビニエンスストアではお取り扱いしておりません）。払込用紙は一括用と分割用の両方がセットされていますので、ご都
合のよろしい方でお支払いください。なお、お支払いの際の送金手数料はお客様がご負担ください。

※ 教材をご覧になって、万一お気に召さなかった場合や、ご受講を取り消される場合、教材到着後8日以内であればご返品できま
す（取り消し料不要、返送料のみお客様がご負担ください）。

※ 万が一、教材に汚損、破損、乱丁、落丁等があった場合には返送料を当方で負担し、お取替えいたします。
※ お客様の個人情報は、当カレッジの通信教育・通信販売やその他のサービスのご案内等に使用させていただく場合がありま
す。当カレッジはお客様の個人情報を厳重に管理し、同意なく第三者に提供することはありません。なお、ご住所、お名前な
どのお客様情報についてのお問い合せや訂正、今後のご案内を希望しない場合などについては、お手数ですが、下記までご連
絡ください。

公益財団法人 国際文化カレッジ　通信教育事務局

〒169-0075　東京都新宿区高田馬場4-2-38

TEL.03-3378-0701（電話番号はお間違えのないように）


